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  SPring-8 BL07LSU は高輝度軟 X 線アンジュレータビームラインとして、（ 1 ）光

エネルギー250-2000eV、（ 2 ）分解能 10,000 以上、（ 3 ）スポットサイズ 10μm 以下

（ゾーンプレートで 70nm、ミラー集光で 1 μm を記録）、（ 4 ）強度 ～1012 photons/ 
秒、（ 5 ）偏光(直線、円)の高速切換を達成している。光源加速器は分割型クロスアン

ジュレータを採用し、水平及び垂直の 8 の字アンジュレータセグメントがそれぞれ４台

（合計８台）設置されている[1,2]。またビームライン BL07LSU では現在 1 ）時間分解

軟 X 線分光実験、2 ） 3 次元走査型光電子顕微鏡、3 ）超高分解能軟 X 線発光、4 ）
フリーポートの 4 つの実験ステーションが設置・整備されており、それぞれ共同利用実

験装置として開放されている。 
 Slit-J の建設計画が始まってから、SPring-8 BL07LSU で培ったこれらの放射光実験技

術について、我々は新光源での展開を検討してきた。SPring-8 と Slit-J の蓄積リングのパ

ラメータは表１の通りであり、本性能によって軟 X 線放射光の輝度は新光源では桁で向

上される。一方、放射光実験の現場では、ユーザーはビームラインのフラックスや分解

能を参考にしている。そこで SPring-8 BL07LSU での経験を元に具体的にどのように改

善するかシミュレーション計算を行った。この結果を元に、本講演では軟 X 線アンジュ

レータビームラインを中心に Slit-J での軟 X 線放射光実験の展開を議論する。 
 

表１ 蓄積リングのパラメータ 

Storage ring Slit-J SPring-8 

Electron Energy (GeV) 3 8 

Average Current (mA) 400 100 

Circumference (m) 354.094 1435.95 

Natural Emittance 
(nm rad) 

0.93 2.4 
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